
くまの議会だより　第 ７０ 号　　�

　　 週休２日制に対する町の考えは。（藤河議員）

　　　土曜日を開校した場合、学力面等で様々なメリットがあると考えている。（西原教育長）Ａ

Ｑ

　

ゆ
と
り
教
育
は
素
晴
し
い
取

組
み
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
授
業
時
間
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
は
、
学
力
面
へ
非
常
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

教
育
は
日
本
の
将
来
へ
の
投
資

で
あ
る
。
将
来
の
日
本
を
背

負
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
基
礎
教
育
を
充
実
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
週
休
２
日

制
に
対
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
を
開
校

日
と
し
て
、
学
習
面
等
の
向
上

を
図
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
は
思
う
が
、
学
校
教
育
法
等

の
関
係
も
あ
り
、
町
独
自
の
考

え
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
。

　

本
町
で
は
、
夏
休
み
や
冬
休

み
に
補
充
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

少
し
で
も
学
力
を
つ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

Ｑ

Ａ

○
総
務
厚
生
委
員
会

　

平
成
21
年
２
月
12
日

　

徳
島
県
三
好
市

　
「
観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て
」

○
文
教
委
員
会

　

平
成
21
年
１
月
29
日

　

奈
良
県
奈
良
市

　

 「
か
な
書
の
第
一
人
者　

杉

岡
華
邨
作
品
等
に
つ
い
て
」

○
産
業
建
設
委
員
会

　

平
成
21
年
２
月
18
日

　

宮
崎
県
高
千
穂
町

　

 「
五
个
村
村
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

　

平
成
21
年
２
月
４
日
、
佐
賀

県
有
田
町
議
会
産
業
建
設
常
任

委
員
会
が
、「
熊
野
筆
に
関
す

る
事
業
」
に
つ
い
て
の
視
察
で

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

尺
田
議
長
が
執
行
部
と
共
に

対
応
し
、
輸
出
事
業
や
商
工
会

と
の
関
係
、
ま
た
行
政
の
支
援

等
に
関
す
る
説
明
を
交
え
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
２
月
20
日
、
平
成

20
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
議
員
在
職
25
年
以

上
と
し
て
、
広
島
県
自
治
功
労

者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
当
日
、
併
せ
て
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
議
会

広
報
紙
の
技
術
的
向
上
を
目
的

に
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
内
８
町
の
応
募

が
あ
り
、
熊
野
町
議
会
は
写
真

部
門
で「
最
優
秀
賞（
第
63
号
）」

を
、
広
報
紙
部
門
で
は
「
佳
作

（
第
66
号
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
、

今
後
も
読
ん
で
い
た
だ
く
皆
さ
ん

に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会
広

報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
会
視
察
を
実
施

　

熊
野
町
を
視
察
訪
問

自
治
功
労
表
彰
を
受
賞

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
部
門

﹁
最
優
秀
賞
﹂
を
受
賞
‼

▲有田町議会視察受入のようす 佛圓大源 議員

佳作（第66号）

尺田公造 議長

最優秀賞（第63号）


